
授業の考察①＜中学校＞ 「怒りについて考えよう」
考察の視点

支え合う人間関係を築くための支援の在り方として、ピア・メディエーションに関する活動プログ

ラムの開発をしてきました。この活動プログラムの有効性について、中学校５時間の授業を、以下の

Ⅰ、Ⅱの２点を視点に考察します。

授業の考察の視点

Ⅰ 本時のねらいを達成できたか

Ⅱ 次時につながる内容であったか

なお、考察のために抽出した生徒の記述については、ワークシートと振り返りシートの記述を直接

引用しています。

Ⅰ 本時のねらいを達成できたかについての考察

○は成果、◇は展開案やワークシート等の修正等に関する内容です。

本時のねらいを達成できたかを、次の表１の「本時のねらいを達成することができたかを判断する

目安」を基に、ワークシートの記述及び振り返りシートの結果と記述から考察します。

表１ 本時のねらいを達成することができたかを判断する目安

・振り返りシートの質問項目「自分や友達の怒りの感じ方が分かりましたか」で、「分かっ

た」「だいたい分かった」の合計が80％以上であること

・振り返りシートの質問項目「怒りの仕組みが分かりましたか」で、「分かった」「だいた

い分かった」の合計が80％以上であること

１ 怒りの感じ方の理解について

○振り返りシートの「自分や友達の怒

りの感じ方が分かりましたか」の質

問に対して「分かった」「だいたい分

かった」と回答した生徒の合計は100

％で、全ての生徒が自分や他の人の

怒りの感じ方についての理解を深め

ることができました（資料１）。

資料１ 自分や友達の怒りの感じ方についての

アンケート結果(振り返りシートより)
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○自分の怒りの感じ方を温度計を例に

して数値化し、それをグループで比

較して全体で気付きを交流すること

により、自分や他者の怒りについて

の理解を深めることができました。

また、今後の生活の中での他者理解

の必要性にも気付くことができまし

た（資料２、３）。
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資料２ 「怒りの温度計」の比較(ワークシートより)

資料３ 怒りの温度を友達と比較したときの生徒の感想(ワークシートと振り返りシートより)



２ 怒りの仕組みの理解について

○振り返りシートの「怒りの仕組みが

分かりましたか」の質問に対して「分

かった」「だいたい分かった」と回

答した生徒の合計は98.6％で、怒り

の仕組みについての理解を深めるこ

とができました（資料４）。また、

これからの生活に生かしていきたい

と考えたり、今までの経験から、自

己の怒りを振り返ったりすることが

できました（資料５）。

以上のことから、生徒は怒りの感じ方や怒りの仕組みについての理解を深めており、本時の授業が

本時のねらいを達成する内容であったことが分かりました。

Ⅱ 次時につながる内容であったかについての考察

○は成果、◇は展開案やワークシート等の修正等に関する内容です。

次時につながる内容であったかを、Ⅰの本時のねらいを達成できたかについての考察と併せて、次

の表２の「次時につながる内容であったかを判断する目安」を基に、ワークシートの記述及び振り返

りシートの結果と記述から考察します。

表２ 次時につながる内容であったかを判断する目安

・振り返りシートの質問項目「学習に進んで参加することができましたか」で、「できた」

「だいたいできた」の合計が80％以上であること

・振り返りシートの質問項目「今日の学習の前後で、怒りについての考え方が変わりました

か」で、「変わった」「少し変わった」の合計が80％以上であること

・振り返りシートの質問項目「今日学習した内容をこれからの生活に生かしていきたいと思

いますか」で、「思う」「少し思う」の合計が80％以上であること

資料４ 怒りの仕組みについてのアンケート結果

(振り返りシートより)
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資料５ 怒りの仕組みについての生徒の感想(振り返りシートより)
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１ 学習に進んで参加することができたかについて

○振り返りシートの「学習に進んで参

加することができましたか」の質問

に対して「できた」「だいたいでき

た」と回答した生徒の合計は98.6％

で、ほとんどの生徒が学習に対して

意欲的に取り組んだことが分かりま

した（資料６）。

２ 学習の前後の怒りについての考え方の変化について

○振り返りシートの「怒りについての理

解や考え方が変わりましたか」の質問

に対して「変わった」「少し変わった」

と回答した生徒の合計は80.5％した

(資料７)。その理由として、怒りの仕

組みについて知ったことや、怒りを通

して自他の理解が深まったことを挙げ

ていました（資料８）。一方、「あま

り変わらなかった」「変わらなかった」

と回答した生徒の多くは、その理由と

して、今まで体験したり考えたりして

いた怒りの仕組みと今回学習したもの

が同じだったことを挙げていました。

学習した内容が再確認の意味をもつ生

徒もいることが分かりました（次頁資

料９）。

資料６ 学習への参加状況についてのアンケート結果

(振り返りシートより)

資料７ 怒りについての理解や考え方の変化についての

アンケート結果(振り返りシートより)

資料８ 怒りについての理解や考え方が「変わった」「だいたい変わった」と答えた生徒の記述

(振り返りシートより)



資料９ 怒りについての理解や考え方が「あまり変わらなかった」「変わらなかった」と

答えた生徒の記述(振り返りシートより)

３ 学習内容の今後の活用について

○振り返りシートの「今日学習したこ

とをこれからの生活に生かしていき

たいと思いますか」の質問に対して

「思う」「少し思う」と回答した生

徒の合計は94.4％でした（資料10）。

自分の怒りの感じ方やその仕組みを

客観的に捉えることにより、自分が

怒りを感じたときにどのように対処

したらよいかということを考えてい

ます。また、怒りが爆発するまでの

仕組みについて、今までの経験と照

らし合わせて考え、さらに次時の怒

りのコントロール法を知りたいとい

う意欲が見られます（資料11）。

以上のことから、本時の授業が本時のねらいを達成する内容であるとともに、生徒が学習に参加し

たり学習内容を活用したりする意欲が見られ、次時の学習につながる内容であったことが分かりまし

た。

資料10 学習内容の今後の活用についてのアンケート

結果(振り返りシートより)
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資料11 本時の学習全体を通した生徒の感想(振り返りシートより)


